
 

渋滞対策

ボトルネック踏切の解消等

公共交通利用促進

鉄道駅と周辺地区の
バリアフリー化等

総合的な交通マネジメント

市民対象「かしこい

クルマの使い方を考える」

プログラム

事業所・従業員対象
交通マネジメント

小学校対象
交通・環境学習

広報・啓発活動

施設整備等

EST モデル事業の概要

事業位置図

本事業では、市民、事業所及び従業員、学校、並びに交通事業者や行政団体などが協働して、

クルマ利用の適正化と公共交通利用促進を図り、交通に係る CO２削減及び省エネルギーを

推進しました。

『平成１９年度大阪府和泉市地域における EST モデル事業推進のための
 普及啓発委託業務』　

『郊外型新市街地における住民 ・ 事業所を対象とした公共交通機関利用
 促進調査事業』　　

『平成１９年度和泉市域モビリティ ・ マネジメント実施業務』　

平成２０年２月　和泉市 （独立行政法人 NEDO 開発機構補助事業）

平成２０年２月　環境省近畿地方環境事務所

平成２０年３月　国土交通省近畿地方整備局大阪国道事務所

URL ： http://www.transp-izumi.net

 

プロジェクトの広報懸垂幕

商工まつりで公共交通情報を配布

交通安全教育指導員対象
ワークショップ

和泉市における公共交通利用活性化プロジェクト和泉市における公共交通利用活性化プロジェクト
市民 ・ 事業所 ・ 学校を対象とした総合的なモビリティ ・ マネジメント市民 ・事業所 ・学校を対象とした総合的なモビリティ ・ マネジメント

稲垣　学 ：和泉市都市デザイン部道路河川課

小澤友記子 ：株式会社交通システム研究所

中塚　教 ：和泉市都市デザイン部

内田　敬 ：大阪市立大学大学院工学研究科
連絡先 ：和泉市都市デザイン部道路河川課

E-Mail ： douka@city.izumi.osaka.jp

（試行）



市民対象「かしこいクルマの

使い方を考える」プログラム

市民対象に、「電車・バス便利マップ」「最寄りバス停時刻表」「かしこいクルマの使い方を考

える小冊子」を配布し、２回のアンケート調査を通して“ かしこいクルマの使い方 ”について

考えていただいた。

プログラムの実施に際しては、プロジェクト説明会を開催して参加協力を要請し、町会や自治

会の協力をいただいてツールを配布した。

プロジェクト説明会・報告会

「かしこいクルマの使い方を考える」プログラムの効果

10 ポイント減少

配布ツール (情報提供資料 )

 

 

 

事前と事後のクルマ利用時間の削減効果を年間に換算すると、今回プログラムに参加していただいた

298 名の方では、CO2 排出削減量は 68 トン -CO2/ 年となった。

杉の樹木に換算すると、約 4,900 本が吸収する CO2 に相当する。

公共交通利用情報やプロジェクトに関する情報は

町会、自治会を通じて、5,201 世帯に配布した。

いずみ電車・バス便利マップ

プログラム広報チラシ

かしこいクルマの使い方小冊子

緑ヶ丘校区説明会 いぶき野校区報告会

 

 

かしこいクルマの使い方

和泉市を、

環境にやさしく、安全で、

安心して暮らせる“まち”にしましょう！

「かしこいクルマの使い方を考えるプロジェクト」検討委員会
国土交通省、環境省、大阪府、和泉市、和泉警察署、大阪市立大学、
南海バス株式会社、テクノステージ和泉まちづくり協議会



事業所・従業員対象
交通マネジメント

事業所団地テクノステージ和泉（116 事業所、従業員約 4,000 人）を対象として、

事業所・従業員対象の交通マネジメントを実施した。

企業、従業員、テクノステージ和泉まちづくり協議会、行政団体が協働して、それぞれの施策

を実施することで、取り組みの効果を相乗的に高めることを期待した。

 

３ポイント減少

テクノステージ和泉にお勤めの従業員 (3538 名 ) の皆様に、
電車・バス便利マップ、事業所の最寄バス停時刻表などを
提供し、２回のアンケート調査で「かしこいクルマの使い方」
について考えていただいた。

事前 / 事後を比較すると、クルマ利用の割合が 3 ポイント
減少し、CO2 排出量が減少した。
取り組んだ従業員全員 (581 名 ) が１年間この取り組みを継続
すると、約 91 トンの CO2 を削減し、これはスギ 6500 本
が吸収する量に相当する。

従前の事業所アンケート調査で、既に事業所が自主的に相当程度
の交通マネジメント施策を実施、または検討されているため、
継続的な取り組みを目指して、事業所が実施可能な交通マネジメ
ント施策を自主的に計画立案して実行するための試みを行った。

その結果、28 事業所に「交通マネジメント計画書」を作成
していただいた。

従業員が取り組んだ「かしこいクルマ
の使い方を考えるプログラムでも、

「交通マネジメント計画書」を計画し
た事業所の従業員は、計画しなかった
事業所の従業員よりも、クルマ利用率
が大きく減少した。

11/15 ～ 12/28 の期間に、

泉大津・和泉府中駅～
テクノステージ間
のシャトルバスを運行した。

岸和田・東岸和田駅～テクノステージ間
は大阪いずみ生協協同組合が運行するバスを共同利用

させていただいた。

 

路線バスの便数を倍増。

直行バスの増便、利便性向上。

最終便の延長（約 30 分延長）。

エコドライブへの理解を深め、普及を推進するために、希望する
事業所を対象に、エコドライブの共同研修を開催。

エコドライブの走行実習の結果、一人あたりの燃料消費率が
15.5％改善、平均燃費が 18.3％改善した。

（試行）



小学校対象
「交通・環境学習」

大阪府、和泉市教育委員会その他の協力を得て、市内小学校２校で「交通・環境学習」を

実施した。

取り組み校

取り組み期間

教　科

鶴山台北小学校

5 年３クラス（１１０名）

緑ヶ丘小学校

６年３クラス（９９名）

10 月～ 3 学期 ３学期

総合的な学習の時間

導入教科：社会科
　　　「人とモノとの付き合い方」

総合的な学習の時間

導入教科：理科「環境」
　　　　～自然とともに生きる～

鶴山台北小学校

緑ヶ丘小学校

社会科：「人とモノとのつきあい方」

自分たちで興味を持ったことを
調べてみよう（調べ学習）

交通（クルマ）について考えよう
「お出かけ日記」

空気調べ
（Nox 調査）

川の汚れ
（水質調査）

ヒートアイラ
ンド・温暖化

森林
（紙づくり）

砂漠化
（植物栽培） 肥料づくり

出前講座：「まあるいいのち」
（環境について考えよう）
【和泉市、大阪府】

出前講座：クルマ大集合
【和泉市、大阪府、㈱エコトラック】

体
験
学
習

「空気」：校区内の空気を調べよう
（出前講座：地球温暖化防止活動
推進センター）グ

ル
ー
プ
別
体
験
学
習

「生き物」：私たちのくらしと昆虫
　　　　　（出前講座：箕面昆虫館）

「水」：水辺の学校（水質調べ）

「森」：私たちのまちはどのように
　　　変わってきたのだろう

発表会

まとめ、環境にいいことをしよう！

・くらしと環境はどのように
   かかわっているのだろうか？
・私たちにはどんなことが
  できるのだろうか？

各生徒が興味を持ったことを調べるという体験学習を行い、私たちのくらしと
環境を身近にとらえて、出前講座「クルマ大集合」で交通との関係を実感した。

「お出かけ日記」では、ふだんのくらしの中で外出を記録して、エネルギー消費量
などを比較し、移動の際の交通手段との関係を考えた。

理科「自然とともに生きる」の学習をきっかけとして、生徒が
興味を持った４テーマのグループ毎に体験学習を行った。
体験学習のまとめを通して、CO2 や省エネなどとの関係につ
いて話し合うとともに、自分たちでできることを提案して実践
に移すことが大切であることを学んだ。

お出かけ日記

発表会

クルマ大集合

・私たちと環境はどのように
   かかわっているのだろうか？

理科：「自然とともに生きる」




